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任意のAPIを使ったプログラムを作成する.

具体目標
実践的なソフトウェア設計の例としてLINEのボット制作を通じて, APIのセキュリティおよび使い方を習得し, 他のAPIも利用できるように

なる.

授業方法

授業展開

APIについて学ぶ.

開発環境の構築を学ぶ.

LINEボット作成のための準備を行う.

オウム返しするLINEボットを作成する.

他APIと連携して自動応答するLINEボットを作成する.

LINEボットからプッシュメッセージを送る方法を学ぶ.

科目名 実践演習・APIを活用したソフトウェア設計

単位数

概要 APIを利用する実践的なソフトウェア設計を学ぶ.

目的
ソフトウェア開発では, APIを活用して機能を改良することや開発工数の削減は頻繁に行われており,APIを利用する演習は実践的であり就業

後に即役立つため.


